
第 279 回 MINERVA ビジネスプラン発表会  

【  令和  8 年  7 月 14 日（火 ) 開催   会場：Tech Hub Yokohama 】  
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参考 

2．株式会社 NERON 代表者 長﨑 恭久 氏 

【住所】 東京都渋谷区東 1−29−3 渋谷ブリッジ B 棟 1c,2b 区画 【設立】 2022年 10 月 

【資本金】 5,480 千円 

【事業概要】 当社は、腸内細菌（マイクロバイオーム）を活用した次世代ヘルスケアソリューションの研究開発を行う 

バイオテクノロジー企業です。独自の細胞評価系とデータ解析技術を活用し、セロトニンなどの神経伝達物質の 

産生に関与する有用な腸内細菌を選抜・組み合わせた独自のマイクロバイオーム製品の開発を進めています。 

特にメンタルウェルビーイング、ストレスマネジメント、食欲制御、認知機能、健康寿命の延伸といった領域を重点 

ターゲットとし、産学連携による科学的エビデンスの構築を推進しています。 

【コメント】 同社は「病気の不安がない Well-being 社会の実現」をミッションに掲げ、腸内細菌を活用したヘルスケア 

事業を展開しています。腸と脳が相互に影響し合う「脳腸相関」に着目し、メンタルヘルスや健康寿命の延伸など、 

社会的な健康課題の解決を目指しています。今後はサプリメントなどの低リスク製品から事業を開始し、将来的には医薬品など高付加価

値領域へ展開していく方針とのことでした。 

1． First Penguins株式会社 代表者 川﨑 大 氏 

【住所】 東京都千代田区丸の内 3-3-1 新東京ビル 1 階 【設立】 2021 年 7月 【資本金】 38,000 千円 

【事業概要】 学校の各種費用支払い時に発生する資金回収をサポートするプラットフォーム事業「BUKATOOL  

for School Life」の開発運営。 

【特色】 部費や校納金の回収に加え、学用品販売や寄付協賛金などの機能も備える。教職員の現金管理・ 

入金確認・督促業務を削減し、業務負担を軽減すると同時に自主財源確保を支援。 

【今後の展開】 BUKATOOL の取組を通じて獲得した学校のネットワーク等を活用し、大会などの学校行事コン 

テンツを活用した事業へ展開していく予定。 

【コメント】 川﨑社長は大学時代にラグビー部で主将や監督を務めた後、住友商事で物流事業に従事。社内 

起業プログラムで事業案が採択されたことを機に起業されました。米国では学生スポーツ・エンターテインメントが巨大 

市場である一方、日本は未開拓であり、そこに事業機会を見出したとのことです。また、学校関連市場は少子化の中でも過去 10 年間で

16％成長しており、市場性にも期待されています。現在は静岡県内の高校 143 校に認知活動を実施し、営業した 20 校のうち 4校で導入

が決定。今年度中に 10校、来年度には 30校への導入を目指しており、将来的には株式上場も視野に入れているとのことでした。 

2026/7/16 

3．株式会社スマートセンシング 代表者 山野井 康友 氏 

【住所】 千葉県船橋市丸山 5-30-1 馬込沢大一ビル 1 階 【設立】 2013 年 9 月 【資本金】 300 千円 

【事業概要】 当社は、「最先端テクノロジーで、お客様の夢と快適さを形に」をテーマにお客様の「見たい・欲しい」を 

実現するためのセンサ・モジュール、アクチュエータ・モジュールを開発している会社です。今までお客様のご要望を実 

現するための原理試作、動作確認・検証を行うに必要な技術スキルと経験をもって今までも多くのお客様のご要望 

にお応えして参りました。今後は、さらなるお客様への貢献と量産につなげられる製品の開発を目標にお客様のアイ 

デアを具現化するためのより上流からの技術支援を含めて差別化できる製品の開発に努めていきたいと考えており 

ます。 

【コメント】 同社は、「アイデアを発注可能な仕様に落とし込む」技術コンサルティング事業と、受託開発から量産化 

まで支援するモノづくり事業を展開しています。近年多発する下水道の老朽化による道路陥没事故の防止に向け、 

「複合ガスセンサーモジュール」を開発中です。硫化水素・一酸化炭素・メタンの 3 種類の危険ガスを一体で検知し、安全の見える化や遠隔

監視を可能にするモニタリングシステムの構築を目指しているとのことでした。 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

8 月は夏休みのため、お休みさせて頂きます 

第 280 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

■日 時：令和 8 年 9 月 8 日（火）13：30～15：00 

■会 場：Tech Hub Yokohama 

第 281 回 MINERVA ビジネスプラン発表会 

■日 時：令和 8年 10月 13日（火）13：30～15：00 

■会 場：Tech Hub Yokohama 

NPO 法人ベンチャー支援機構 MINERVA 

(株)TNP パートナーズ、(株)TNP スレッズオブライト 

井 汲 美 樹 

【株式会社 TNP パートナーズ 代表取締役社長/ 

ベンチャー支援機構 MINERVA 呉理事長からのご挨拶】 

上半期の活動報告として、以下の 3 点についてご報告をさせて 

頂きます。 

①弊社と世界的な投資運用会社の ARKAS EOM グループは、 

日本発ディープテック企業のグローバル市場展開を支援する 

目的で、「ARKAS TNP Capital」を共同で設立しました。 

②ARKAS TNP Capital と横浜国立大学は、『スタートアップ 

支援活動における連携に関する基本協定書』を締結しました。 

③MINERVA と韓国の MYSC（Merry Year Social Company, Inc.）は、戦略的連携

に関する覚書（MOU）を締結し、グローバル展開に向けた連携体制を構築しました。 

9 月から始まる下半期も引き続きお力添えの程、宜しくお願い申し上げます。 


